
青山学院大学図書館

https://www.agulin.aoyama.ac.jp/

【資料の利用について】
資料の利用に際しては、以下の点にご留意くださいますようお願い申し上げます。
・ 本学での学習・研究・教育目的のみでご使用ください。その範囲を超えた利用（複製、改変、転載、再利用、
第三者への開示、頒布など）はできません。

・ 資料のデータは、本学在籍者以外がアクセスできる形でのサーバー等へのアップロードはできません。
・ データベースの更新などで画面が変更となる場合もございます。最新情報はHP等をご確認下さい。

卒業生
修了生

ー誰でも使えるリサーチツール案内ー

のための調べ方案内
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２ 便利な図書館案内 P15

３ 役に立つリサーチツール P41

４ フリーサイト INDEX P57

2ご案内の内容

1 卒業後の青学図書館利用案内 P 3



卒業後の青学図書館利用案内
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最新情報は図書館HPのお知らせ・Twitterをご確認下さい



卒業後も青学図書館を利用できます。

・入館、閲覧、複写
・OPAC専用端末での資料の検索
・持ち込みPCの利用（無線LANは不可。電源は利用可 ※1）

・貸出、延長（7月,1月を除く）
・本館と万代記念図書館の間で資料の取寄せ
・研究室の資料の利用 ※2

身分証明書の提示と記帳をすれば…

※2 要問合せ。カードが無くても利用可、カードが有っても利用不可の研究室あり

図書館利用カードの作成でできることが増えます。

本館 (青山) と万代記念図書館 (相模原)を利用できます。

※1 1F マルチメディア室、２F３Fグラウンド側閲覧席、 ３Fパソコン・電卓室、電源利用可

4卒業後の青学図書館利用案内



■卒業生の図書館利用カード発行について
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新規で図書館利用カードを作成するには

① 現住所記載の身分証明書

② カード発行料800円分の証紙 が必要です

*有効期間は 発行月より1年間

*継続して利用したい場合は毎年更新が必要ですが、更新時は証紙は不要

卒業後の青学図書館利用案内

よくある質問

今年度卒業される方は、 3月中は図書館利用カードの作成はできません。
4月以降にお申し込みください。
3月中も身分証明書の提示と記帳で入館、閲覧は可能です。

卒業式の後に図書館利用カードを作成できますか。

身分証明書とは具体的にどのようなものですか。
現住所記載の公的な証明書（運転免許証や保険証等）をお持ち下さい。

郵送で申込みができますか。
郵送でのお申込みは受付けておりません。ご来館の上、お申込みください。
また、郵送でのカードのお渡しもできません。
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カードを紛失した場合はどうなりますか。
再発行の手続きをしてください。その際、再度カード発行料800円分の証紙の
購入が必要です。また、再発行には新規登録と同様のお時間がかかります。

貸出、延長、予約はできますか。

5冊まで2週間の貸出ができます。
延長は予約がなければ手続き日から２週間 5回まで可能です。
ただし、1月と7月の試験期間中は貸出、延長はできません。(入館は可能)
また、卒業生の方は貸出中の資料に予約はできません。

相模原キャンパスの資料は取り寄せできますか。
図書館利用カードの作成が必要です。
図書はOPAC画面から取寄せの手続きができます。
雑誌は貸出・返却カウンターでご相談ください。

研究室の資料は貸出できますか。

各研究室の規定によります。基本的な利用案内は図書館HPにあります。
トップページ ＞ 利用案内 > 各学科・研究室の利用

＊詳細は直接研究室にご確認ください。

卒業後の青学図書館利用案内

よくある質問



■パスワード登録について

7

ログイン後に任意のパスワードを
入力する画面へ

図書館カードを作成後は、パスワード登録をするこ
とで、貸出状況の確認や、延長手続きなどができる
ようになります。

My Libraryとは？
をクリック

卒業後の青学図書館利用案内

パスワード登録にログイン

利用者ID：
→ 図書館利用カードの番号

生年月日：
→ 西暦+月+日の8桁

例）19900401



■貸出状況の照会、返却期限の確認、延長について
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※延滞している本がある場合やカードの利用期限が
切れている場合など、延長ができないことがあります。
詳細はMyLibraryにある案内をご確認ください。

My Libraryにログイン

予約がなければ、延長ボタンを
クリックした日から2週間延長（試験期除く）

取寄せ資料の状況は
予約状況から確認

卒業後の青学図書館利用案内

MyLibraryからログイン後、貸出状況の確認や延長ができます。



■メールアドレス登録について
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My Libraryにログイン

メアドを登録すると、本館、万代記念図書館
の間で取寄せた資料の到着連絡など、図書館
からのお知らせが受け取れるようになります。

こちらからログインも可

メールアドレス
登録・変更

卒業後の青学図書館利用案内

任意のアドレスを入力して
変更を確定

利用者サービス
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最新の情報は図書館HPのお知らせや
Twitterなどもご確認ください

卒業後の青学図書館利用案内

■図書館HPの卒業生の方への案内

利用案内



11卒業後の青学図書館利用案内

■青学図書館HPの活用

公共図書館リンク集
全国の公共図書館HPのリンク

AURORA-OPAC
青学図書館の蔵書検索

役に立つサイト集

役に立つサイト集は、
分野ごとにまとめられている

AURORA-IR
青学発行資料のリポジトリ



■青学の紀要・修士・博士論文
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AURORA-IRで、青山学院大学・女子短期大学
が発行した紀要論文と、博士論文等の目次情
報の多くを検索できる。一部本文も閲覧可能。

卒業後の青学図書館利用案内

「本文あり」を選択すると
PDF公開があるものを検索

「修士論文」にチェック

本文公開が無い場合でも、基本的に、
紀要は大学図書館に冊子体が所蔵され
ている。図書館所蔵のある修士・博士
論文はOPAC詳細画面で検索可能。

専攻別に探す場合は詳細検索画面下の
「修士論文一覧」をクリックすると一覧が表示される

OPAC詳細画面

AURORA-IR
青学発行資料のリポジトリ
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ここを確認

卒業後の青学図書館利用案内

■卒業後も利用できるデータベース

よく使われるフリーデータベースへのリンク

データベース一覧に「フリー」と
表示されるものは、誰でも利用できる

図書館HP
トップページ



14卒業後の青学図書館利用案内

卒業後は、以下のサービスが利用できません。

・ 購入希望（リクエスト）

・ 8号館図書館学習室、教研PC、青学無線LANの利用

・ レファレンスサービス（調べ方がわからない時の相談）

・ オンライン契約データベースの利用

・ 紹介状発行、文献複写・図書貸借サービス

・ 山手線コンソーシアム等、協定校の利用

青学図書館では利用できなくなるサービスも、
他の図書館を利用したり、WEB上の便利なフリーツールを使うことで、
補うことができます。
次のページから、便利な図書館や、役に立つリサーチツールを
ご案内しますので、参考にしてみてください。



便利な図書館案内

訪問利用をする場合、必ず事前にHPなどで

最新情報をご確認ください。
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図書館の種類
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利用資格、所蔵資料の種類や、利用できるサービスに特徴があります。

利用資格を問わないところが多いが、利用料がかかることもある
図書館として独立していないこともある
（省庁、企業、研究機関、美術館、その他機関に附属の施設として設置）

専門図書館 特定の分野・テーマに関する資料・情報を提供

利用対象者はその大学の所属者。学外者はすぐに利用できないことが多い
なかには、地域住民や一般に広く開放している大学もある

大学図書館 学術研究に適した資料を提供

入館、閲覧は誰でも可能だが、貸出の要件は館によって異なる
区内と区外など、登録身分の違いで利用できるサービスが異なることもある
国立国会図書館や都立図書館など、調査研究に適した図書館もある
地域に関する資料（郷土資料）も充実している

公共図書館 幅広いニーズに応える資料・情報を提供

誰でも使える図書館案内



国立国会図書館（NDL)
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特徴

・それぞれ特色のある資料を集めた専門室がある
※開室時間や利用方法が異なるので注意

・館内の端末で、デジタル化資料やデータベースが利用できる

東京本館（永田町）と関西館（京都）は、
18歳以上であれば誰でも利用可能。児童書
は国際子ども図書館（上野）が専門に取り
扱う。国内で唯一の納本図書館で、国内の
出版物を網羅的に収集しているため、所蔵
資料数は日本最大。

基本的な利用方法

・初回は利用登録が必要
・貸出は不可、資料の大部分は書庫にあり、申請後に職員が用意する
・複写は複写箇所を申請して職員が行う
・来館せずに複写申込みも可能(遠隔複写サービス/要登録）

誰でも使える図書館案内

国立国会図書館の利用の詳細については、
図書館HPを必ずご確認ください。



■国立国会図書館のホームページ

18誰でも使える図書館案内 国立国会図書館

利用時間、アクセス、
利用の流れ

サービス概要、
複写サービスについて

国立国会図書館の
蔵書検索

国会図書館には、
図書館が3つある

開館カレンダー

NDLが作成する
様々なデータベース



19

■国立国会図書館オンライン：蔵書検索

詳細検索では、細かな
条件の設定や、資料種
別ごとの検索もできる

誰でも使える図書館案内

電子情報

検索結果には、
オンライン閲覧可の
資料も表示される

簡易検索

詳細検索

検索結果画面

検索結果には、東京館、
関西館、子ども館の

所蔵情報が表示される



20誰でも使える図書館案内

国立国会図書館内での契約データベースの利用

記事検索や辞典類、
新聞記事閲覧などの
契約データベースが
利用できる



21誰でも使える図書館案内

国立国会図書館内での電子ジャーナルの利用

遠隔複写サービス

国会図書館に行くことなく、複写を申し込み、
郵送又は宅配便で複写製品を受け取ることが
できるサービス。個人の利用者登録が必要

ジャーナルのタイトルで検索できる
※検索後、ジャーナルの利用可能期間を確認する
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国立国会図書館サーチ

誰でも使える図書館案内

国立国会図書館のほか、公共図書館、公文書館、美術館や学術研究機関等、
100以上のデータベースと連携。蔵書・出版目録、デジタル資料、立法情報、
レファレンス事例等を検索できる。どんな資料があるか分からない時や資料
の所蔵先が見つからないときなど、幅広い情報を得たい場合に便利。

翻訳検索
言語を選んでおくと、日本語の
キーワードを翻訳して検索して
くれる

詳細検索では、あらかじめ
細かな検索条件を設定できる



23誰でも使える図書館案内 国立国会図書館サーチ

「資料種別」「データベース」「所蔵館」
「出版年」などで絞込みができる。

資料種別：本（図書・雑誌）、
記事・論文以外にもレファレ
ンス情報、デジタル資料など
もヒット資料媒体を超えて、
幅広く検索できる

■国立国会図書館サーチ検索結果

NDLの所蔵情報

全国の公共図書館の
所蔵情報

検索結果リスト

タイトルクリック後に
表示される資料の書誌画面

所蔵情報もわかる
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国会図書館がデジタル化した資料のアーカイブ。図書、雑誌、古典籍、官報、
録音・映像関係資料等、幅広い分野について、主に年代の古い資料を収録している。

誰でも使える図書館案内

国立国会図書館デジタルコレクション

国立国会図書館デジタルコレクションの3つの公開範囲

①ログインなしで閲覧可能：
インターネットが使える環境であれば誰でも閲覧可
②送信サービスで閲覧可能：
・個人向けデジタル化資料送信サービス（個人の端末で閲覧可。事前に本登録が必要）
・図書館向けデジタル化資料送信サービス(加盟している図書館の専用端末で閲覧可能)
③国立国会図書館内限定：
国会図書館内の専用端末からでも閲覧ができる



25誰でも使える図書館案内 国立国会図書館デジタルコレクション

ログインなしで閲覧可能な場合。すぐに資料にアクセスできる

近松門左衛門 作『あみだが池新寺町』,八文字屋八左衛門,
元禄12 [1699]. 国立国会図書館デジタルコレクション
https://dl.ndl.go.jp/pid/2541943 (参照 2023-02-20)

ログインなしで閲覧可能



26誰でも使える図書館案内

目次情報は、見られる

送信サービスを利用しなければ利用できない場合

個人登録をすれば、自分のPCで
閲覧、複写ができる。
遠隔複写サービスも可能

送信サービスで閲覧可能

国立国会図書館デジタルコレクション
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調査のポイントや参考になる資料、便利なデータベース、使えるWebサイト、
関係する機関など、調べものに役立つ情報を、特定のテーマ、資料群別に紹介する。
主題から調べる、資料の種類から調べる、テーマ別データベース、
「探す」ギャラリー の4種類のコンテンツを提供。

リサーチ・ナビ

誰でも使える図書館案内 国立国会図書館

調べ方や、NDL所蔵の関連本、
キーワード、百科事典の関連項目
などを提示
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国立国会図書館と全国の公共図書館、大学図書館等の過去のレファレンス事例が集
積されており、調査のヒントが得られる。実際にあったレファレンス事例のほか、
調べ方マニュアル（ある事柄についての調べ方）、個人文庫や貴重書など、参加館
が所蔵する特殊なコレクションについての情報などもある。

誰でも使える図書館案内 国立国会図書館

レファレンス協同データベース

回答だけでなく、回答プロセスや
参考資料なども提示される



29誰でも使える図書館案内 国立国会図書館

■WARP インターネット資料収集保存事業

日本国内のウェブサイトの保存事業。対象は国の機関、都道府県、政令指定都市、
市町村、市町村合併の法定合併協議会、独立行政法人や特殊法人等の法人・機構、
大学、イベント、電子雑誌など。
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全国の公共・私立図書館や大学図書館等のHPへのリンク集。地域別に検索できる。

日本図書館協会 図書館リンク集

誰でも使える図書館案内

公共図書館

各図書館のHPの
リンクが貼られている

＊青学図書館のHPにもリンクが貼られています。
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以下のサービスができる公共図書館があります。

・資料の閲覧、貸出、複写

・ 購入希望（リクエスト）

・ PC、無線LANの利用

・ レファレンスサービス（調べ方がわからない時の相談）

・ オンライン契約データベースの利用

・ 紹介状発行、文献複写・図書貸借サービス

誰でも使える図書館案内

※利用可能なサービス内容や、利用条件は、各公共図書館で異なります。
HPなどで確認してから利用するようにしましょう。
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・中央図書館：一般資料、ビジネスなど各種情報コーナー
・多摩図書館：一般雑誌や学術雑誌、児童資料及び青少年資料
・インターネット接続PCや無線LANサービスあり
・都内の区市町村立図書館を通じた協力貸出がある

・貸出は不可、資料を直接手に取れる書架と、職員が出納する書庫がある
・資料によっては職員が複写を行う
・インターネットから資料の取り置き予約ができる（要登録）
・東京都在住の個人はEメールで複写物の郵送サービスを申し込める（要登録）

中央図書館（広尾）、多摩図書館（西国分寺）の２館からなり、資料の種類を分
担して所蔵している。中央図書館は約220万冊の蔵書を有する国内最大級の公立図
書館。多摩図書館は1万9千冊の雑誌を擁する「東京マガジンバンク」と「児童・
青少年サービス」の2つの機能を柱とする図書館。年齢制限なく誰でも利用できる
が、個人への貸出は行っていない。図書館職員に相談できるレファレンスサービ
スも充実している。

基本的な利用方法

特徴

誰でも使える図書館案内

東京都立図書館
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利用の際は、
こちらを確認

都内公立図書館の
蔵書をまとめて検索

誰でも使える図書館案内 東京都立図書館

資料検索のための
ツールやサービス

情報

東京都立図書館の利用の詳細については、
図書館HPを必ずご確認ください。

東京都立図書館
の蔵書検索



34

資料検索のためのツールや
サービスに関する情報

特定のテーマの調べ方
や関連データベース

誰でも使える図書館案内 東京都立図書館

どのテーマについても調べる
時に役に立つ資料の紹介

■テーマ別調べ方案内



35誰でも使える図書館案内 東京都立図書館

レファレンスとは、調べたいことや
探している資料などについて必要な
資料・情報をご案内するサービス。
電話やメール、手紙などで申し込める。

公共図書館では基本的に
レファレンスサービスを受け付けています。
自宅近くの図書館のカウンターで
問い合わせてみましょう。

過去のレファレンス事例を
公開している

■レファレンスサービス



36誰でも使える図書館案内 東京都立図書館

■図書館内で利用できるデータベースや電子書籍

記事検索や辞典類、新聞記事閲覧など
の契約データベースが利用できる

専用タブレットで
閲覧できる

利用の詳細については、
図書館HPを必ずご確認ください。
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千代田区立千代田図書館

・ビジネスに役立つ各種資料を揃えた調査研究ゾーン あり

・電源やネットワーク・コンセント、無線LAN設備のある個人用ブースあり

・オンラインデータベースやインターネット利用ができる情報検索コーナー

利用登録できる人：日本国内に住所がある人

葛飾区立中央図書館

・ビジネス情報コーナーでは、時代のニーズにマッチした資料をご紹介

・中小企業診断士による無料相談会や、ビジネスに関するセミナーを開催

・インターネット検索用パソコン、無線LAN設備のある閲覧席あり

・新聞記事、マーケティング、法律情報のオンラインデータベースあり

利用登録できる人：区内在住・ 在勤・在学、近隣の区（足立・江戸川・墨田・江東）
近隣市（三郷・八潮・松戸・市川）在住者

誰でも使える図書館案内

■特徴のある公共図書館

(例）ビジネス支援をしている公共図書館
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特定の分野を中心に資料を集める図書館。
都立図書館のデータベースで検索ができる。

専門図書館
ガイド

誰でも使える図書館案内

専門図書館

クリックすると、所在地、連絡先、
蔵書内容などがわかる。
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（公財）味の素食の文化センター 「食の文化ライブラリー」

（公財）吉田秀雄記念事業財団
アドミュージアム東京ライブラリー

江戸時代の古い資料から新刊書まで、食文化に関する
書籍、雑誌等約4万冊を所蔵。図書カードを作成すれば
（100円）、貸出もできる。

日本唯一の広告コミュニケーションに関する専門図書
館。国内や海外の広告関連図書・雑誌、広告賞の作品集
などを中心に所蔵。館外貸出は行っていない。広告資料
の検索データベースを館内の専用端末で利用できる。

観光関連の学術誌や観光統計資料の他、古書・稀覯書、
ガイドブック、時刻表、機内誌、観光研究の専門図書、
財団の刊行物・出版物など観光研究に役立つ図書を所蔵。
館外貸出は行っていない。

（公財）日本交通公社旅の図書館

誰でも使える図書館案内

利用の詳細については、
各図書館HPを必ずご確認ください。
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ジェトロ

都内近郊の仕事に役立つ専門図書館の例

・アジア経済研究所図書館（千葉-幕張）

・証券図書館（東京-日本橋・大阪）

・損保総研附属図書館（東京-御茶ノ水）

・特許庁図書館（東京-霞ヶ関）

・総務省統計図書館（東京-新宿区）

ジェトロ本部（東京）のビジネスデータベースコーナーでは、貿易統計・関税率・企業ダイ

レクトリーなどのデータベースを閲覧、印刷できる。最寄りのジェトロでも利用できる。

誰でも使える図書館案内

国別の基本統計や
ビジネス情報など

ホームページで、各種調査レポートや統計情報などを公開している。



役に立つリサーチツール

感染症防止対策のため、利用が制限されている機関もありますが、
WEB受付のサービスやフリーサイトで解決する場合もあるかもしれません。
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※ サイトによって推奨環境・サポート対象が異なります。
Internet Explorer等で利用ができない場合には、Google Chromeなど他のブラウザでご利用ください。



役に立つリサーチ・ツール 42

全国の大学図書館や国会図書館の所蔵目録、書影・目次・電子書籍など、本に関
する様々な情報源が統合・整理されている。入力したキーワードだけでなく、連想
される別の言葉でも検索する連想検索機能がある。知りたい内容を表す適切な言葉
が思いつかない場合に便利。カーリルなどへのリンクがあり、所蔵館も確認できる。

■Webcat Plus

文章で連想検索

一致検索：タイトル、
著者名などで検索

公共図書館の所蔵は
カーリル（P.43）の
リンクから検索

目次にキーワードが
含まれていることもあり

カーリル（公共図書館）

NCID BA44627989

NCIDをクリックで
CiNii Books（P.44）へリンク。
大学図書館等の所蔵が分かる



役に立つリサーチツール 43

全国の図書館の所蔵情報を地域ごと等に横断検索できるサイト。
全ての図書館を網羅しているわけではないが、大学図書館や専門図書館の所蔵が
確認できる場合もある。

■カーリル

地域を選択

資料タイトルなどで検索

その図書館の
OPACへリンク

・貸出可などの資料状況が表示
・クリックで所在地など図書館の基本情報へ

場所から図書館を探す「図書館マップ」
地域別に資料を横断検索する
「カーリルローカル」もあり



44役に立つリサーチツール

全国の大学図書館等の所蔵情報を検索できるサイト。大学図書館は学内者のみ利用
可など、利用が制限されている場合も多いので、必ず利用方法を確認する必要がある。

■CiNii Books

詳細検索図書か雑誌で絞込み可

図書館の基本情報 OPACへのリンク

資料情報の下にこのような
所蔵館リストが表示される。
CiNii Booksでは貸出状況等は
分からないので、OPACリンク
をクリックし確認が必要



役に立つリサーチツール CiNii Books（補足）

・居住地を問わず、身分証等を持参で利用ができる図書館

・地域住民ならば、利用ができる図書館
※その地域の公共図書館の利用カードの提示が必要な場合もあります

一般開放している図書館

地域住民へ開放している図書館

基本的に学外者の利用にはご所属の機関の図書館や、
お近くの公共図書館が発行する「紹介状」が必要ですが、
以下のように解放されており、紹介状なしで利用できる大学図書館もあります。

書庫の資料や貴重書など
通常と異なる手続きが
必要な場合もあるので
利用案内を必ず確認

同じ大学でもキャンパスや学部で
図書館が分かれている場合も多く、

学外者の利用可否や利用方法は
図書館ごとに異なります。

大学名だけでなく、
自分の行きたい図書館を特定して

利用方法を確認しましょう。

例）

■紹介状不要で利用できる大学図書館
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46役に立つリサーチツール

国内の幅広い分野の雑誌記事や論文、大学や研究機関の蔵書、博士論文、研究
データなど様々な資料を一括で検索できる。本文PDFリンク付き資料もある。

■CiNii Research

46

詳細検索

資料種別で
絞込み可

タブで資料種別ごとに表示可

本文リンクありに絞り込み可

本文リンク



47役に立つリサーチツール

主に電子ジャーナルのアーカイブ(バックナンバー)を提供するデータベース。
オープンアクセスのものは誰でもアクセスが可能。Read onlineと書かれたものは、
MyJSTORに登録をすると、一定期間資料をウェブ上で閲覧できるという機能もある。

■JSTOR

詳細検索

MyJSTORのアカウント
作成・ログイン

ダウンロード可

Read Online：
My JSTORに登録、ログインすると、
一定期間ウェブ上で閲覧が可能

※通常は1ヶ月に最大6本だが、現在は一時的に
1ヶ月に最大100本の閲覧が可 (2023.2現在)

※詳細は以下参照
Support > Independent Researchers > Free Access to JSTOR >    

How to Register & get free access to content

Read Onlineの資料等、本文利用可のもの以外も
検索したい場合には、Access Typeを
All contentもしくは Everythingにして検索



48役に立つリサーチツール

Googleが提供する学術文献検索サイト。言語や
分野、出版国を問わず、学術的な文献を幅広く
検索できる。正式な提供元が公開しているもの
とは限らないが、内容を確認することができる。

■Google Scholar

キーワードを
入力し検索

引用文献などの関連文献を
確認できる

本文が入手できる
場合あり

引用する際の出典表示を
複数の形式で表示

詳細検索はここから
検索オプションを選択



役に立つリサーチツール

資料の全文検索ができるため、本文にキーワードが含まれる
資料もヒットする。全文が見られる資料以外は、キーワード
の前後の文章のみが表示される。（印刷は不可）
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■Google Books

詳細検索はこの中の
検索オプションを選択

全文表示のみ
などに絞込みも可

ウェブ上で閲覧が可

本文をキーワード検索
すると該当の単語が黄色
にハイライトされる



Hamlet Shakespeare

役に立つリサーチツール 50

米国のNPOが運営するデジタルアーカイブ。PDFがダウンロードできる資料や、
アカウントを作成すればウェブ上で本を借りて読むことができる資料もある。

■Internet Archive

Wayback Machine
P.52参照

アカウント作成
はこちら

Internet Archiveに
収録の資料を検索

絞込み項目

タイトルを
クリックで詳細へ
タイトルを
クリックで詳細へ



ログインすると一定期間ウェブ上で
借りて閲覧（borrow）できる資料

役に立つリサーチツール 51

PDF等の
形式を選んで
ダウンロード

資料の提供元

ウェブ上で閲覧

資料の提供元

ここに1時間、14日など
借りて閲覧（borrow）できる
期間が表示される

ダウンロードが可能な資料

■Internet Archive



役に立つリサーチツール 52

1996～世界中のWEBページを収集する。
閲覧したいサイトのURLを検索ボックスに入力すると、過去のある時点
（WaybackMachineがデータを取得した時）のページを閲覧することができる。

■Wayback Machine（Internet Archive）

https://www.agulin.aoyama.ac.jp/

①URLを入力し
てEnterを押す

②年を選ぶ

③水色の○が付いている日付のページは閲覧可。
時刻（青字のリンク）をクリックで当時のサイトが

表示される。

画面右上から、他の日
に移動したり、ページ
内のリンクも辿れる



役に立つリサーチツール 53

米国の大学図書館が共同運営する、書籍中心のアーカイブ。
本文のアクセスは基本的に参加機関に限られるが、海外の古い資料などは、
フリーで全文が見られるものがある。

■Hathi Trust

全文閲覧可、
テーマ、言語
などで絞込み

Full Viewは
ウェブ上で全文閲覧可
※ダウンロードは1ページずつのみ可



役に立つリサーチツール 54

裁判例情報から、最近の主な判例のほか最高裁判所判例集、高等裁判所判例集
下級裁判所裁判例速報、行政事件裁判例集、労働事件裁判例集、知的財産裁判例集
の6種類の判例集／速報を検索できる。全ての判決などが掲載されているわけでは
ないが、速報性が高い。司法統計や規則集の情報もある。

■裁判所ホームページ

裁判例情報の検索条件指定画面
から判例検索ができる。
判決文の全文PDFもあり

司法統計、規則集



役に立つリサーチツール 55

各府省等が公表する統計データ、公表予定、新着情報、調査票項目情報などの
各種統計情報を横断検索できる。Excelなどの形式でダウンロードできるデータ
もあり。API機能（要ユーザー登録）や統計GISも利用可能。
統計関係リンク集には海外の統計局へのリンクあり。

■e-Stat

政府、都道府県、諸外国
統計局などのリンクあり

キーワード検索

分野、所管省庁から探す



役に立つリサーチツール 56

金融商品取引法に基づく有価証券報告書等の開示書類に関する
電子開示システム。最近５年以内に提出された書類が、無料で閲覧できる。
2023年1月にリニューアル。

■EDINET

簡易検索

書類詳細検索：
有価証券発行者情報、
ファンド情報、書類種別、
決算期/提出期間を指定できる

提出者名称を入力せずに
業種のみ指定しての検索も可

書類全文検索

利用環境
使い方

検索結果リスト

有報のPDF



便利なフリーサイト INDEX
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※ サイトによって推奨環境・サポート対象が異なります。
Internet Explorer等で利用ができない場合には、Google Chromeなど他のブラウザでご利用ください。



便利なフリーサイト INDEX 58

調査・研究に活用できる便利なフリーサイトが沢山あります。
ただし、インターネット上で得た情報は、その信頼性を自分で精査し、
引用その他に利用する場合は、著作権にも留意しましょう。

P.59 図書・雑誌

P.60 新聞・ニュース

P.61 論文（日本語・外国語）

P.62 様々な種類の資料をまとめて探す

P.63 ウェブ公開の図書や資料の
デジタルアーカイブ

P.64 博士論文、研究者

P.65 辞書・事典、地図

P.66 法令、判例評釈

P.67 統計

P.68 企業情報、著作権情報

P.69 参考：資料検索フローチャート

目次

※こちらで紹介しているもの以外にも、青学図書館HPの役に立つサイト集や、
国立国会図書館やその他の各図書館HPで紹介されている場合もあります。
ぜひ確認してみましょう。



便利なフリーサイト INDEX 59

国内の資料について、全国の大学図書館や国会図書館の所
蔵目録、書影・目次など、本に関する様々な情報源が統合・
整理されている。連想検索と一致検索がある。所蔵もわかる。

Webcat plus

全国の大学図書館が所蔵する資料（図書・雑誌等）を検索
できる。最近の本だけでなく、古典籍、洋書、CD、DVDなど
も幅広く収録。

CiNii Books

■図書・雑誌

全国の図書館の蔵書とリアルタイムの貸出状況等を確認でき
る。資料を検索する際に、地名を選択すると、近くの図書館に
該当資料があるかもすぐにわかる。

カーリル

世界中の図書館の所蔵資料を検索できる。

Worldcat



便利なフリーサイト INDEX 60

世界各地のメディアリンク集。地域や国ごとにリンクが表示
され、新聞地域版、放送局、インターネットサービス、雑誌、
通信社などローカルな情報にもアクセスできる。

ABYZ

・各新聞社のホームページ
・公共図書館などの契約データベース、図書館所蔵の原紙、縮刷版、マイクロ資料

などで見られる場合もある。（収録範囲に注意）

■新聞・ニュース

一般社団法人 日本出版インフラセンターが運営するサイト。
国内で発行された書籍のうち、現在一般に流通しているもの
を主に収録。欲しい書籍が入手可能かどうかを調べるのに便利。

Books（出版書誌データベース）

■図書・雑誌

著作権保護期間が過ぎた作品や、著作者本人から承諾を得た
作品をインターネット上で無料で公開している。

青空文庫



便利なフリーサイト INDEX

日本国内の学会・協会が発行する科学技術（人文・社会科
学を含む） 電子ジャーナルのプラットフォーム。学会誌、
予稿集、要旨集等を検索できる。無料で本文を閲覧できる
ものが多い。

J-STAGE

日本国内の学術機関リポジトリに登録された学術雑誌論文、
学位論文、研究紀要、研究報告書等を横断検索できるサイト。
無料で本文を閲覧できるものが多い。

IRDB

61

オープンアクセスのほか、無料のMyJSTORアカウントを登録
することで閲覧可能（1ヶ月ごとに6本まで。ダウンロード不可）
になる論文もある。

JSTOR

インターネット上の学術情報の検索に特化した検索エンジン。
ウェブ上にある本文へのリンク機能もあるが、正式な提供元の
サイトとは限らないため注意が必要。

Google Scholar

■論文（日本語・外国語）



便利なフリーサイト INDEX 62

図書、論文に限らない様々な種類の資料の情報を言語を問わ
ず、まとめて検索することができる。在学時より本文が見られ
るものは少ないが、あるキーワードに関する資料の情報を幅広
く収集するのに便利。

AURORA Search（青山学院大学図書館）

幅広い分野の論文や図書、研究データなど様々な形態の
資料を横断検索できる。論文関連情報も充実。資料によって
は本文公開元へのリンクあり。

CiNii Research（CiNii Articlesは2022.4.1~ こちらに統合）

雑誌記事索引、国立国会図書館デジタルコレクション収録
の目次データなど、国立国会図書館をはじめ、国内の各機関
から収集した文献情報を検索できる。ウェブ上で本文が閲覧
できるものもある。

国立国会図書館サーチ（NDLサーチ）

■様々な種類の資料をまとめて探す
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米国の大学図書館が共同運営する、書籍中心のアーカイブ。
各所蔵資料をデジタル化した1,700万点以上のデータがあり、
海外の古い資料などフリーで公開されているものもある。

Hathi Trust

Google Booksにアクセスするか、Google検索で「書籍」に
絞り込むことでも検索可能。印刷は不可だが、全文が見られる
資料もある。

Google Books

米国のNPOが運営。ウェブサイト、書籍、動画など様々な
タイプの資料を収録。資料によってはPDFのダウンロードやア
カウントを作成してウェブ上で閲覧できる場合もある。

Internet Archive

■ウェブ公開の図書や資料のデジタルアーカイブ

国立国会図書館（NDL）所蔵資料のデジタル・アーカイブ。
年代の古いものが多い。フリー公開・送信サービス・NDL館内
のみの3種類の公開範囲がある。

国立国会図書館デジタルコレクション
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約60万件の国内博士論文の情報を検索できる。また、機関
リポジトリなど、連携協力している他サービスで公開されてい
る論文本文等へナビゲートするリンク機能がある。

CiNii Dissertations

JST（科学技術振興機構）NII（国立情報学研究所）が提供
する研究者情報のデータベース。研究分野、所属機関や研究
キーワードで研究者を検索し、プロフィールや業績など様々な
情報を閲覧できる。

researchmap

文部科学省および日本学術振興会が交付する科学研究費助成
事業により行われた研究の情報を検索できる。採択課題、研究
成果の概要、研究成果報告書及び自己評価報告書を収録。

KAKEN科学研究費助成事業データベース

博士論文は書籍として出版されている場合もあります。
タイトルをOPACなどで検索してみましょう。

■博士論文、研究者
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講談社、小学館などの語学辞書や、百科事典、現代用語
辞典や様々な分野の専門用語集から用語を横断検索。用語
解説のほかに関連するニュースやWeb検索も表示。

コトバンク

語学辞書だけでなく様々な分野の事典も検索できる統合型
辞書データベース。カテゴリによる絞り込みや新語・時事用
語の紹介もある。

Weblio

オンライン辞書 (基本動詞ハンドブック等)、コーパス、言
語地図など、国立国語研究所が収集した様々な言語資料・音
声資料が整備され、公開されている。

国立国語研究所データベース

■辞書・事典、地図

国土地理院が整備した地図や空中写真、測量図を検索・閲覧
できる「地図・空中写真閲覧サービス」や「古地図コレクショ
ン」などがある。

国土地理院 地図・空中写真・地理調査



裁判所HP
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現在の法令を確認できるサイト。憲法・法律・政令・勅令・
府令・省令・規則について、各府省が確認したデータを提供
している。法令名、事項、法令中の用語などから検索が可能。

e-Gov法令検索

公文式施行以降の省令以上の法令について、制定・改廃経
過等の情報、国会に提出された法律案や条約承認案件等の審
議経過等を検索できる。国の機関がウェブ上で公開している
本文へリンクあり。

日本法令索引

判例、司法統計、規則集等を公開している。判例は他の手段
と比較しても速報性が高く、最新の判例を、キーワード、裁判
年月日、事件番号などで検索も可能。

国立国会図書館が収集・整理した国内刊行の雑誌記事索引。
評釈情報も含まれる。詳細検索で「雑誌記事」を選択し、
裁判年月日やキーワード等で検索できる。

国立国会図書館オンライン 雑誌記事索引

■法令、判例評釈
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統計局が実施している統計調査・加工統計等を閲覧できる。
調査名、分野別から探すほか、具体的な事柄に関する調べ方を
知ることもできる。

総務省統計局

世界銀行の統計。貧困、経済、気候変動、保健、教育、
ジェンダー分野等の、約8000の開発指標や1万件以上の調査
研究等を閲覧できる。

World Bank Open Data

各国の人口、住宅、保健、教育、経済活動、失業等の
主要な社会指標のデータが検索できる。

国連統計部 United Nations Statistics Division 

■統計

日本の政府統計ポータルサイト。各府省等が登録した統計
表ファイル、統計データ、公表予定、新着情報、調査票項目
情報、統計分類等の各種統計関係情報を提供している。

e-Stat（政府統計の総合窓口）



便利なフリーサイト INDEX 68

金融庁が行政サービスの一環として提供しているシステム。
最近5年以内に提出された有価証券報告書等を閲覧できる。

EDINET

アメリカの証券取引委員会が管理・運営する
法定開示書類の提出・審査・開示システム。
annual report等を検索、閲覧できる。

EDGAR

■企業情報

■著作権情報

著作権について学べるサイト。関連法令や資料を検索できる
「著作権データベース」や具体的な事例を学べる「著作権
Q&A」のほか、疑問が解決しない場合は、専門の相談員に相
談できる「著作権テレホンガイド」の案内もある。

CRIC 著作権情報センター
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調べ方を確認しよう
＊調査方法を知るための本
＊リサーチ・ナビ
＊レファレンス協同データベース

レファレンスサービスを利用しよう
＊各図書館HPなどで確認

資料は特定されている

YES      NO ＊役立つツール

直接利用できる

資料が特定できた所蔵館を探そう
＊各図書館のOPAC

＊横断検索

利用方法、開館時間を
確認して利用しよう

紹介状が必要な場合や遠方にある場合は
所属先の図書館や公共図書館に相談しよう

＊各図書館HPなどで確認

都道府県立図書館HPなどに該当の
地方自治体図書館のサービス状況
をまとめて掲載している場合あり

必ず事前に最新情報をご確認ください。

Web公開されている
フリーサイトや
データベースを
利用



＜過去のお問い合わせ例＞
・新聞の「Japan Times」を自宅で読む方法はありますか？
・航空事故の統計が10年分ぐらいほしいんですが、何に載ってますか？
・データベース「▲▲」で■■を調べる方法を教えてください
・英国法を調べるためのデータベースってありますか？

回答までの
お時間は

1週間ほどです

「レファレンス」とは、調べものに必要な資料の探し方を案内するサービスです。

・My Libraryの利用者サービスからお申込みください

※課題の答えはご案内できません

ご質問は「レファレンス申し込み」からどうぞ
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